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和 田 完 訳
私はかな りの期間,コ ルサコフという小さな町 に滞在 していた。 この町は
日露戦争中に躁躍 され焼 き払われたので今はもはや存在していない。その同
じ場所に現在 日本の町が建設 され,古 いアイヌ名でクスンコタン注2と呼ぼれ
ている。私はアイヌの地でのかな りの長い調査旅行 を終え,ク スンコタンで
休息を取 ろうと思 っていたやさき,数 日後 に彼 らが熊祭を催す という噂 を耳
にした。そこで私は駅逓 の馬を頼 んで旅に出た。
私がアイヌの集落 シアンチェに着いた頃,辺りにはもう夕闇が迫っていた。
この集落の戸数は3戸 で,い ずれ も南サハリン最大の川ナイバ注3の小高い岸
辺の諺蒼たる茂みに見隠れ していた。私が立ち寄った小屋注4の主人はウッサ
【
イロという30歳を少 し出た痩せ こけたアイヌで,通常家長用 と決まっている
場所,つ まり入口の左手の炉端で,壁 に沿 って延びている巾広の板床注5に背
を向けて坐っていた。彼は勢い良 く燃えさかる炎を見つめ,煙管 に火をつけ
るための小 さな棒で炉の砂をかき混ぜていた。私は客人 としてのしきた りに
従い,奥 の壁 を背にして私のために敷いて くれた莫藍の上 に座を占めた。
注1(原著注)サ ハ リン島には三つの先住民が住んでいる。即ち,オ ロッコ(ウイル
タ),ギリヤーク(ニ ヴ ヒ),アイヌである。前者 はツングース系民族 に属する
が,後 の二者 は互 いに全 く異なる種族 とはいえ,周 辺諸民族 との親縁関係の欠
除のため,民 族学者か ら旧アジア民族の特殊集団 とみなされている。
注2kus-un-kotan(「川向 こうにある村」の意)に は,1875年サハ リン全土がロシア
領になって以後 日本領事館があった。旧日本名は大泊。なお以下の 「注」は全
て訳者の加 えた ものである。
注3旧 日本名 は内淵(な いぶち)川 。
注4原 文 はJurte(ユル ト)とあるが,ア イヌ語ciseを指すと思 うので 「小屋」と訳
してある。
注5写 真皿 を参照せ よ。板床(omaj坐る所)に 男性があぐらをかいている。
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話題は近づいた祭の ことに終始した。主人の言うにはこうである。「私共に
とっては今の時期 は大変都合が悪い。今頃はそろそろ山でのクロテン狩 りの
準備をする時なのです。 もし祭が長引けば,今 年は狩 りでの儲けをもう当て
にできないことになるで しょう。で も私だって家にばか りはいられません。
来年は私 自身が椎で飼 っている若熊を披露 しなければな りませんし,今遠い
村々か ら集 まって くる同族の長老達 と同席 しなければ,彼 らを私の ところへ
招待する機会を2度 と持てないことになるのです。」
ウッサイロは,低い悲 し気な声でさらにこう語 った。「その上,私共は滅多
にない不幸 に見舞われたのです。6人 の若者が海で溺れ死んだのです。彼 ら
は春の明け方,ア ザラシ狩 りに出発しました。午後に海岸の方から嵐が襲っ
てきたが,哀 れな連中には岸辺 に戻るだ けの力がなかったのです。波が小舟
をひっくり返すか,打 ち砕 くかしてしまったのです。10日後,わ ずかな破片
が岸辺へ流れてきました。私共に とって,潮 による死ほど恐ろしいものはあ
りません。身内の者 は,そ のような死者に葬儀 さえ出すことができません。
しきた りによって,その死者の持ち物 はすべて投 げ捨てなけれぼなりません。
だか ら彼 らが飼っていた熊 も冬 を待たずに鮭漁のすぐ後で,で きるだけ早 く
殺 されるのです。」
彼 は私を喜んで連れて行 く気 はあった ものの,彼 が私に話 したことを一言
も漏 らしてはな らない と言い含めた。 というのは,そ んなことを言えぼ傷つ
き易いアイヌの心を悲 しませ,私 に反感を抱 きかねないか らである。
翌日,我 々は2頭 の小さいが足の早い馬 に曳かせた粗末な馬車で目的の場
所へ赴いた。そこへは近隣や遠方か ら毛深い先住民達が大挙 して訪れていた。
私の隣にはウッサイロの妻が坐った。彼女はまだ若いのに覇気のない女性で,
新 しいごわごわ した鮭皮の着物 をまとい,腰 には大小 さまざまの真鍮板や環
を吊るした太い皮帯 を巻いていた。彼女は夫 に長いこと促され,や っと 「旦
那 さん注6」の隣の刈 り取られたばか りの草の席に着いたが,終始落ち着かない
注6ピ ウスツキを指す。原文のHerrは多分アイヌ語nispa(男性 に対する敬称)の訳。
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様子で,周 りの若い娘達がひやか して笑 うので私の方を見 ようともしなかっ
た。
ウッサイロは種族の最高の狩人の1人 であると同時に農耕 のパイオニア
で,数 年来彼 と親しい入植者の感化 を受け耕作 を行っていた。入植者が彼に
乗馬 を教えると,す ぐに病みつ きになってしまった。冬には権 を使ったが,
夏には馬に乗って村を駆 け抜け,ま た大声をあげ歌 を歌いながら右や左へよ
ろよろと千鳥足で歩いた りした。彼 は酔 っぱらった入植者の様子を真似 るこ
とにより,白人のレベル まで高まり,彼 らも彼 をもはや 「野蛮人」 としてで
はな く,粋に振 る舞 うことのできる文明人 とみなすであろうと信 じたのであ
る。だが,最 近,新 任の警察官が自分の管轄下の住民の風紀 をもっと厳 しく
取 り締 まることを決定 し,路上での放歌 を禁 じてしまった。彼 は1度,酔 っ
たウッサイロに停止を命 じたのにそれに応 じず,静まろうとしなかったので,
このアイヌを24時間ブタ箱に拘置した。ひどく辱められたウッサイロは,口
をつむぎ正気に戻 って小屋へ帰ったが,彼 は不正がなされた と固 く信 じてい
た。
1時間足 らずで,さ んざめきの止むことのないオホーツクの荒海の岸辺に
着いた。そのなだらかな砂浜には高波が騒々 しく音 を立てて砕 けていた。入
り江のまことに変化に乏 しい景観を成 しているのは,小さな砂丘やエゾマツ,
カラマツの林であ り,そ こを横切って狭 い谷間と小川が流れており,我々は
平たんな河口の辺 りで川 を苦 もな く渡渉したのである。
午後3時 頃,我 々は海 とカラマツ林の問に位置する美 しいアイヌの集落オ
タサン注7に近づいた。少な くとも百頭の繋がれた目ざとい犬達が吠え始め,
我々の到来を住民に知 らせた。我々が建物の間の道に入った時には,す でに
様々な年格好の子供が大勢路上に立ち並び,無邪気な好奇の目で予期せぬ客
人 をじろじろ眺めていた。 とす ぐさま,彼 らは 「ヌチャ・ア リキ(「ロシア人」
または 「白人」が来た)」と大声で叫びなが ら小屋へ駆け込むや,今 度 は色々
注7旧 日本名 は小田寒。
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な大人の連中,特 に女達が表へ出てきた。我々はウッサイロの兄弟のタムキ
ンのあまり大 きくない小屋の側で止 まった。彼 は年長ではあったけれど家業
はすでにウッサイロに譲 り,彼 の老いた姑が1人 娘をあまり遠 くへ離 したが
らなかったので,彼 女の住むオタサンへ引っ越 していたのである。
タムキンは私 を認めた時,「シランクリ注8」と叫んだ。私 は6年前,偶 々短
期間シアンチェ村 に滞在 していた時,2人 の兄弟 との知遇 をえていた。タム
キンは白人の入植者 に特別の好意を持 っていて,多くの役人達の通訳であり,
また彼 らが島を横断する際のガイドでもあった。彼はこの友人達を皆 「シラ
ンクリ」,即ち親類 と呼んでいた。彼 は私の到着 を大変喜んで,す ぐに自分の
側 の上座 を私のために空けて くれ,荷 物 を背後の壁際へ並べた。 もの珍 しそ
うに私 と私の持ち物 をじっと見つめていた他所の子供達 は彼 に追 い払 われ
た。10分と経たなかったであろう。我々 はもう広い板床の上に置かれた低い
小机を囲んで坐 り,振 るi舞われた茶碗で茶 を畷っていた。
「これは正 に正真正銘の出し方ですか ら安心 して飲んでもらえますよ。私の
妻 は紳士のための茶の入れ方をすでに心得ています。私共は客人用の特別の
食器 を持っていますし,こ の茶 も普通の固形茶注9ではな く,本物の 『葉茶』
です。私は警官,役 人,ロ シア人の隣村の商人達 と知 り合いであるだけでな
く,判事や医者 も私の所へいつも立ち寄 ります。 ともか く,私はここでロシ
ア語 を話せ る唯一の人間なのです。私は来年 この小屋の側に別棟 を建 て,客
人が もっと暖まるようにするつもりです。私 はまだシアンチェにいた頃,ロ
シア入 の大工の仕事を見ていたので心得があ ります。ただ,働 き手が私独 り
なのが残念です。息子 はまだあまりにも幼 くて,せ めて6歳 か7歳 にならな
いと手助けにもなりません。」
話好 きのタムキンは,さ らに留 まることな く話し続け,尋 ねる間もなく彼
注8sir-an-kuri(土地の者 の意)親 類。
注9茶 に混ぜ物を加えて レンガ状に固めた安価な茶で,シ ベ リアの諸民族 にも普及
していた。団茶。
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や彼の隣人の生活習慣や来 るべき祭の詳細 について説明して くれた。
北部か らの客人 はまだ姿を見せなかったので,祭 の日程が2,3日 ず らさ
れた。私はお茶の後でタムキンに同行 し,祭 の準備 をしている小屋へ行った
が,す でにほとんど用意万端が整っていた。
2つの囲炉裏が切 られた大 きな小屋は,他 の小屋 より明る く思われた。そ
の照明効果には,壁 の周囲に掛 けられた真新 しい白い其産が明らかに役立っ
ていた。莫産の縦 に織 り込 まれた複雑な黒 っぽい美 しい模様からは,時間 と
労力を惜 しまずに製作した並外れた女性の熟練 した手腕が うかがえた。その
莫産は,祭 の主催者の家族 と縁続きで,芸術的作業 に熟達 した特別の女達が
織ったのである。彼女達には報酬が支払われないが,自 分達が全ての楽 しい
催 しの用意をし,小屋が多数の珍客達の前で見事に飾 り立てられるのに貢献
した という自覚だけで十分であった。
私が小屋に入った とたん,火 酒の蒸溜所 を思わせるような強い匂いを感 じ
た。 ここでは米から,い わゆる 「サケ注10」というアルコール飲料が調整 され
ていた。火の上には鍋が吊るされ米が炊かれていた。壁際には桶が置かれ,
醗酵を速めるために綿入 りの覆いをすっぽ りと被せ,入 念に側面で巻 きつけ
てあった。第2の 桶の前に若いアイヌが濾器 を持って立っており,これで第
3の桶から取 り出された粥注11を濾過した。圧縮 して流れ出てきた液体は,す
でに仕上がった 「サケ」であった。濾過 は何回か くり返され,そ の度に水が
注ぎ込 まれるので,強 さの異なる何種類かのサケを手にすることになる。最
も弱い,い わゆる 「水サケ」 は,女子供だけのものと決まっていた。私はサ
ケ造 りを見物 していて,タ ムキンが小屋 を抜 け出して私だけが大勢の知 らな
い連中の中に取 り残 されているのに気がつかなかった。2人 の人物が低い声
で交わしている会話 の腹立た しげな調子が,ど うも私 に関わっているらし
かった。他の連中の沈黙 と,私 と目を合わすことを頑 に避けている事実は,
注10アイ ヌ 語 のsakeは ,も ち ろ ん 日 本 語 か らの 借 用 語 で あ る。
注11「も ろ み 」 の こ とで あ ろ う。
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その話 し手に左右 されて皆が私に反感を抱 き,私 にじゃまをされた と感 じて
いる証拠であった。 そこで,厚 かましいと思われないよう,そ の場 を立ち去
るのが1番 の得策であった。
さて,タ ムキンを見つけたところ,彼 は私が熊の持ち主である祭の主催者
の所へ挨拶に行 くよう助言 した。この男は大きな方の小屋を祭の間隣人に明
け渡 していたので,別の小屋に住んでいた。私はタバコ,砂糖,蜂蜜入 りクッ
キー といった若干の贈 り物を持ち,教 えられた小屋へ出かけた。
背の高い威厳のある55歳のアイヌが私を迎 え入れた。彼 の顔にはそばかす
がいっぱいあったが,血 色の良い顔色,大 きな穏やかな目,身 からにじみ出
る落 ち着 きには好感が持てた。面識 をえた最初の瞬問から我々は友人 となっ
た。
私 はすでに以前か ら皆の尊敬を集 めているこの 「テクンカ ・チャチャ(テ
クンカ老人)」の ことを聞いていた。人は彼のことを,彼 の年齢で,2軒 の家
を取 り仕切っている何か特別の人物 として語っていた。彼 は金持ちの女 と結
婚 した後,彼 女の世帯 を預かっていた。 というのは,彼女の兄弟が戸主 とし
て自立する能力がないと分かっていたためである。 しかし,彼 自身の家族の
方 も成人が皆死 に絶 えていたので,唯一生 き残 っていた縁者注12が北部か ら呼
び寄せ られ,そ れで新 しい小屋が建てられることになったのである。
さて,彼 は年老いた叔父 と一緒にち ょうど日本製の漆器 に目を通 している
ところであった。そこには,鉢 とか茶碗 とか,サ ケを飲む際に使われる彫刻
と彩色のほどこされた扁平な種々の棒等があった。彼 らは品物 をひとつひ と
つ煤 けて黒 くなった布で拭いなが ら底 に記されている印を見ていた。什器は
予想 される客人全部に行 き渡 らぬかもしれなかったので,若 干の品を近所か
ら借用せねばならなかった。そこで2人 は什器が取 り違えられないように自
分の品に違 う印をつけたのである。その折 り,年下の主人 は年長の叔父か ら,
この古めか しい品々の由来 を聞かされた。 この鉢 は島の西海岸か ら曾祖母 さ
注12後述 の 「叔 父 」 の こ とで あ る。
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んが持 って きたもの。あれは,祖父がある争いに勝 って相手から罰 として手
に入れた もの。4つ の同じ形の品は,テ クンカの父が,日 本人が初 めて村へ
魚捕 りに来た時 に買ったもの,云 々。それか ら漆器 は大きな漆塗 りの容器 に
入れて,背 後の壁際にず らりと並べ られた。
老人が第2の 小屋へ呼び戻 された時,彼 は私に女達の仕事を観察するよう
に勧めた。約10名の女達が集 まっていた。彼女達はじっと地面に樽って坐っ
ており,ただ時折,短 い質問と,同 じように簡潔な答 えが交わされるのが聞
こえるだけであった。 どの顔にも微笑みや陽気な様子 は認められなかった。
作業中の女達のうな垂れた頭の上には,黒 い影のように重苦 しい悲嘆が立ち
こめていた。
醜い入れ墨さえしていなければ美人 といえる若い娘が,干 した植物の茎で
帯を編んでいた。 もう1人 のジプシーのような顔つきをした年嵩の娘は,草
を束ね,ア イヌが靴下の代わりに靴に入れる編み細工 を作っていた。 これや
あれやの品物は干 し魚の束 と多量のタバ コと一緒に,草で編んだ莫藍 に包み,
殺害される熊が人間界 を去って両親の元へ赴 く時,饒 として持たせてやるの
である。
入口のす ぐ側の土間に2人 の人物が坐っていた。それが女だと分かったの
は,男達のような後頭部まで達する中剃 りがなく,真 っ黒でつややかな髪が
頭 を覆っていたおかげである。す り鉢の上 に身を屈め,彼 女達は時々乳白色
の液体を注ぎなが ら,茄でたクロユ リの根 をす りこぎです り潰 していた。そ
の液体は,底に白 く油 っぽい粘土注13の塊が入っている容器か らくみ出してい
た。 この粘土の溶液 と,野草の根 とコケモモを混ぜたものが,ア イヌの絶好
のご馳走であった。2,3人 の主婦達が,囲 炉裏端で忙 しそうに,煮 立った
鍋へ新 しい野草や コケモモを投 げ込んでいた。 このようにして客 をもてなす
ための料理が用意されていたのである。
もの珍 しそうに覗 き込む子供達は庭へ追いや られた。乳児は母親の授乳が
注13cietoj(食用 土)の こ と。
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すむと,年上の娘の背に括 りつけられた。その娘は重荷を背負ったまま,も
う道端で元気にはね回っていた。子供達 は客が着 く度 に歓声 をあげるので,
客の到来 はす ぐに分かった。
私が再び表へ出た時,多 くの子供の頭や顔 におできや吹 き出物 のあるのに
気がついた。私 は薬のス トックを持っていたので,女 の1人 にそれを使 うよ
う申し出た。彼女 は金がないと答えた。 しかし,金 はい らないと言うと,彼
女は喜んで申し出に同意 した。やがて私 は母親 と子供の集団に取 り囲 まれ,
その輪は次第に大 きくなった。この連中は,大抵恐れる様子 も抵抗 もな く措
置に身をまかせていた。驚いたことに,前 に小屋の中で私に対 して腹を立て
ていたあの若いアイヌ も,人込みの中に姿を見せ,今 や患勲 に数日前からひ
どい痛みを訴えていた彼の弟の措置を求 めていたのである。
私が治療活動を終 えた時,あ た りはすでに暗 くなっていた。私は全員 を診
てやることはで きなかったものの,今 晩は住民達に理解 してもらえ,こ こで
の友好関係の基礎が築かれ,そ れが もっと確かなものになるはずだと感 じて
いた。
翌朝,近 隣の村々へ使者が派遣され,祭 が次の日の夕方に開催 されること
を知 らせた。ウッサイロが私に同行 して くれることになり,我々は北へ向け
て出発 した。
我々 は日の出の太陽の光線で輝 く砂浜へやってきた。ウッサイロは,霧 の
中か ら次第にはっきりと浮かび上がって くる岬を指差し始めた。
「ほら,ロシア人が心得ていた営農の仕方が どんな具合であったか見てごら
ん。」と言って海から数百メー トル先に延びている森の縁を指差 した。3,40
戸 もあろうか。未完成の家並みは,こ こに村が計画されていたことを示 して
いた。 しか し,人の気配はどこにもな く,死の静寂があた りすべてを支配し
ていた。ウッサイロは,私 がその場所へ近づいてみたいと思っているのを察
するとこう言った。「行って も無駄です。あなたが今見ている以上のものは見
っか りません。 もう誰 もそにはいません。5年 前,農 場の監督が入植者 を連
れてやってきて,オ ホーツク海の沿岸 に入植 しようとしました。彼はここに
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白人よりアイヌが多 く住んでいるのが気に入 らなかったので,刑 期 を終えた
ばか りの白人連中を派遣して,ここに小屋を建てるのを強行 しました。でも,
彼 らは1度 だって菜園を開けませんで した。ここの海 と砂浜,そ してあそこ
の馨蒼 としたエゾマツの森。それに,春 と秋の豪雨の度 に氾濫する狭い谷。
哀れな連中の努力は水の泡で した。別の監督がやってきて,ここの海岸には,
アイヌのようにも日本人のようにも生活す ることのできない白人に とって,
とて も入 り込む余地のないことを悟 ったのです。不穏な隣人達がもっと大 き
な村へ散 り散 りに去った時,ア イヌにとってどんなに嬉 しかったことで しょ
う。今は再び落ち着 きが戻 ってお り,現在我々の敵はといえば浮浪者だけで
す。」
先住民にとって常に悲 しい話題なのだが,浮 浪者 と入植者のことで話が弾
み,気 づかぬうちに白樺の生い茂 る険しい山裾 に散在するアイヌの大きな集
落 シエラロコ注14の近 くに着いていた。
我々は1軒 の小屋の側で立ち止 まった。そこの周囲には大勢の色黒でひげ
の濃いアイヌ達が立った り坐ったりしていた。彼 らは長いこと待望 していた
北部の客人達であった。そこの主人で,雄 弁で鳴る村の長老フムカ老は,最
大級の好意で我々を迎入れ,私 が彼のあぼら屋 を訪問 したことへの喜びを表
明 し,末永 く友人でありたい との期待 を述べた。フムカは,客 あしらいが良
く,アイヌだけでなく日本人 とも仲良 く暮 らしているというので,島 中で有
名であった。彼 は子供時代の数年を,東 海岸のシエラロコに本拠を置いてい
た日本人の漁場の親方の所で過 ごしていた。天分があり利 口な子であった彼
は,日 本の風習を覚えただけでな く,日本語の 「片仮名」の手ほどきを受け
て習得していた。彼は今や年老いた老人であった ものの,彼 の大家族の長 と
して,家 族のためにありとあらゆる食料の備蓄 に携わ り,またそれを通 りす
が りの旅人にも喜んで分 け与えた。
ここで も熊祭が祝われることになっていたが,格 上の古い村であるオタサ
注14旧日本 名 は 白 浦(し ら う ら)。
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ンの祭の後で催 されるのである。私が鮭 と茶 と日本製の菓子で軽い食事の持
て成 しを受けている最中に異様 な声が聞こえて きたが,そ れが 「熊の歌」だ
と説明された。私 は陽気におしゃべ りをする若い男女 と一緒に,聞 いた こと
のないその声をもっ と近 くで聞 くために急いで外へ出た。背中にわずかに灰
色がかった毛のある,あ まり大 きくない暗褐色の熊が橿 の中に横たわってい
た。その熊は頭を側 にある第2の 椎の方へ向けていたが,そ こには巨大なほ
とんど真 っ黒な牝熊がゆっ くりした足取 りでのっしのっしと歩いていた。サ
ハ リンの 「タイガ」の支配者 は,大 きな口へ前肢を突 っ込んであち こちと動
かしながら,陰馨な震え声を立てていた。その調子 を耳にしていると,動物
が巨大で不格好なだけに,な んとも奇妙な気分にさせられた。 もう1頭 の熊
の異様な 「歌」は10分程 も続 き,それは囚われの2頭 の自由と森で獲物を捕
る喜びへの憧れを正 に表現す るものであった。
私が中断していた食事へ戻 ると,彼 は熊の飼育について,生 後1ヶ 月 目頃
からの経緯 を詳 しく語 って くれた。熊の1頭 はロシア人の猟師か ら16ルーブ
ルで買い,も う1頭 は隣の集落 にいる彼の甥が捕 らえたものだ。普通若いア
イヌは自分の猟の腕前に対す る名声だけに甘ん じて,幼 獣は身内の中で尊敬
されている富裕 な家族へ贈ってしまう。それで も,彼 は報酬 としてアザラシ
の革紐数メー トル と雌犬1頭 を手 に入れる。この犬は,年を取 ると拒殺 され,
熊 を支配 している高峰の神へ犠牲 として捧げられる。熊が約2歳 半になるま
で一生懸命 に育てられると,熊 に死 を申し渡 して肉と皮 をことごとく利用 し
尽 くすのである。熊には人間 と同じ料理が与 えられ る。しか し,熊が幼 くて
肉や植物の根 を食べ られない問 は,熊 に乳 を与える女 を頼 むことになる。選
ばれる女は,普 通,ま だ母乳は出るがかな りの年配のためもう子供 を生む見
込のない者である。彼女が熊を母乳で育てねぼならぬ間は,炊事 とか裁縫 と
か,要 す るに労働をしてはならない。後 日,熊祭において,彼 女 は殺害され
た養い仔の肉を1口 も口にしない。熊が小 さい問,小 屋の裏の壁際に縛って
お くが,後 に特別の熊用の橿が丸太で組 まれ,中 へ入れられる。熊が橿へ連
れ込まれ る時には,女達 は大声で泣 きなが ら熊 に挨拶をする。(彼女達は,普
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段で も,長 く会っていない人に涙 を流して挨拶するのだ。)一一方,男 達 は,あ
らん限 りの歓迎の仕草 を示す。橿で過ごす最初の冬が明けると,熊の四肢の
爪 を鎗です り落 とす。これはアイヌの女の唇 に入れ墨を入れることや,男 の
前髪 を刈 り落 とす ことに相当す る。熊は橿の中で時たま病気になることがあ
るので,餌の調理には大変入念な注意が払われる。調理は年嵩の女に任 され,
彼女は仔の食欲や機嫌 の状態を絶 えず見守っている。病気の間,橿 の側には
あ りとあらゆる木製の護符が置かれ,火 の神へ犠牲を捧げ,食 事の改善を計
るが,親 類一同皆進んでこの名誉 ある仕事を分担する。
フムカは熊の数が減って,若 熊 を捕 らえるのが次第にむずか しくなってい
ると嘆いた。以前,森 がまだほとんど荒 らされず,島 に白人がいなかった頃,
熊 は河川の谷合に牧場の家畜 とほとんど同じ位見かけた。当時は熊祭 も珍 し
くはなかった。今日,ア イヌの住む島南部の全土で も,毎年やっと4頭か ら
6頭の飼熊 を殺すだけで,森 の狩猟で もそんなに多 くを捕 らえることはで き
そうにないという。
そうこうするうちに,小 屋中が大変賑やかになってきた。主催者側の誠意
が出入 りす る客達にうまく通 じて,誰 もが儀礼的なしきた りをすべて忘れ,
我が家にいるように寛いでいた。だが,私 は些細な仕事 にさえ示す彼 らの活
気 とエネルギーには,シ エラロコが友好的で豊であるという,オ タサンに対
する競争心が潜んでいることに直 ぐ気がついていたのである。
この大所帯の家族の成員の間には,非常に強い愛情 と尊敬 と協調の精神が
支配 していた。家族の一員であれば,そ の一挙手一投足 まで他の者達が知っ
ていた。私は彼 らの麗 しい共同生活 を見飽 きることはなかったが,残 念なが
ら帰還の時が迫 り,この打ち解けた家を去 らねばならなかった。
「ピリカ ・オマン(幸運な旅を)」
単純だが心の こもった調子で,色 々な連中が我々へ投げかけて くれた この
言葉 は,長 く長 く私の耳の中で響いていた。
翌日,オ タサンは蜜蜂の巣のような有 り様であった。浮かれた子鹿 の群れ
のように,子供達の一団が,南 や北か ら押 し寄せる客人達を見 ようと,集落
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の端から端へ と走 り回っていた。客の中には子供 を背負った女達 もいたので,
皆ゆっ くりとした足取 りで1列 になって進んでいた。各人が背にしている包
みには,夜 の冷え込みに備えてのあらん限 りの寝具 と衣服が入っていた。男
達の多 くは,古 い槍 と刀 も身につけていた。
日没が近づいた。幾人かの男 と若者が,森 に接 して小屋の背後に広がって
いる,さ して広 くはない草原へ出向き,熊 が殺されることになっている場所
の下ごしらえを始めた(写真1)。下枝を払い,青 々とした梢だけを残 した ト
ドマツの若木が60本,密集 した垣根を成すように1列 に立てられた。大人の
背丈より高い6本 の柱がその前 に据えられた。そのてっぺんに巻 きついてい
る長 い削り掛 けが,風 になびいてきらきらする弁髪のように見えた。 この6
本の 「イナウ」は,細 長い枝で互いに結び合わ され,さ らに上部に60本の短
い 「イナウ」が取 りつけられた。この垣根 に沿って莫産が置かれ,飾 り屏風
の下部を隠した。数歩離れたところに,上部が二叉状の削 り掛 けになってい
る丈10メー トル程のイナウ棒が地面 に差 し込 まれ,飾 られていた。近 くには
以前の熊祭の名残 りである古いイナウが立 っていた。その間 も,子供達は夢
中になって,小 屋の前か ら建立 された垣根の辺 りの広場 まで,ペ タペタと裸
足で歩き回っていた。
私が小屋へ戻った時,老 人達が神々への供犠 を行 うため,ち ょうど「サケ」
を受 け取っているところであった。老人の1人 は家の裏 に設 えてある 「幣
場注15」へ行 き,村 の守護神へ献酒した。2人 目は海辺へ赴いたが,そ こにも
海神へ捧げる 「イナウ」が立 っていた。最後に,最 年長の老人が小屋 に残 り,
囲炉裏の前の小さな莫藍に坐 り,左手でサケを入れた小鉢を持ち,右 手にア
イヌが飲酒の折に口ひげを上げてお くために用いる小 さな棒注16を持って,あ
ちこちと振 り動かすのであった。同時に,火 の女神へ祈 りを唱えたが,そ れ
は予め囲炉裏に差 してあった小 さなイナウが燃え尽 きるまで長々 と続いた。
注15原文 は"Inau"-Haufen。ア イ ヌ 語 のinaw-san(幣場)の 訳 で あ ろ う。
注16ikipasuj(献酒 棒 。 い わ ゆ る ひ げ べ ら の こ と。)
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祈 りが終わると,老人 はサケの半分 を飲み干 し,残 りは火を絶やさぬよう責
任 を負っているその小屋の女主人へ差 し出した。
供犠のすぐ後で踊 りが始 まった。小屋の右手に,男女それぞれ8名 つつの,
2つの踊 りの輪ができた。男の輪は壁の近 く,女の輪 は戸口の側であったが,
空間が狭いので皆互 いに腕 を擦 り合 うほ どぴった りくっついて韓 めいてい
た。踊 り手 は,両手を打つ と軽 く身を屈めた。次に,体 を起 こしなが ら左足
を前に出し,体が再び真直 ぐになった時,右 足 を左足に揃 えた。踊っている
者 は,各 自が隣の方を向き,多 くは目を閉 じて踊っていた。皆左の方向へ動
いていたが,と ころどころで向きを変え,ぐ るりと右回 りに旋回した。誰 し
も喉をごろごろさせていたが,そ の音 は見せ物小屋の動物のうな り声を彷佛
とさせた。私への説明によれぼ,踊りの輪は4人 つつの2グ ループに分かれ,
各々の リーダー となる者が音頭をとる。 まず隣の踊 り手がその音頭 をくり返
すと,次 に残 りの2人 が復唱する。すると,直 ぐに音頭取 りは別の調子へ と
移 るのである。このように,4人 が各々何か別の ことを歌 い,し かもグルー
プ同士 もほとん ど調子 を合わせ ることはな く,男 と女 も勝手な音 をあげるの
だから,リ ズムだけは保たれているとはいえ,我 々にとって,ひ どく耳障 り
な声の混合ができあがるのである。
私は別に大 した意味 もない次のような声を書き留めた。
男1.ナ オ,ヘ チエ ウ ムム
ウェオ ホボ ム ム
ウェヤ ホボ ム ム
ウ ェオ へペ ウ ムム
男2.オ ニ ウェ アー ロー エ フム
オニ ウェ ア ラホ エ フム
オニ ウェ ア ラホ エ フム
オニ ウェ ヘエヘ エ フム
オニ ウェ ヒオハ エ フム
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オニ ウェ アラホ エ フム
女1.イ ンデ ィ リ ココテ ムム
イ ンデ ィ リワ ココテ ムム
イ ンデ ィ リヨ ココテ ムム
イ ンデ ィヤ ココテ ムム
イ ンデ ィ リワ ココテ ムム
女2.ラ ハ ア ハ ア モハ,ラ ハ ア
ウ ヲア ラハ ア ウヲホ ラハ ア
イイ ェエ ラハ ア イヨハ ラハ ア
ウ ヲハ ラハ ア イエヘ ラハ ア
踊 りは15分で中断され,踊り手は皆件の広場へ赴いて熊橿の前で改めて2
つの集団に分かれたが,や がて全員が1つ の大 きな輪を成 して同 じ声 をあげ
なが ら熊椎の周 りを跳び回った。それは子供にとっては楽 しい ことであった
し,熊 にとっても何 とも摩詞不思議な有 り様であったろう。 ぐるぐる数回回
ると,踊 り手達は再び小屋へ戻 り,今度 はもう踊 りは中断すことなく夜通 し
続 くのであった。
客が集まり始めた。主賓の男達はほとん ど皆,イ ラクサか,シ ナノキか,
ハルニレで織った衣服を着 けていたが,女 達は,紺 色の日本製の生地で裁 っ
た着物 を着ていた。男達は裸足で来 るか,靴 を戸外で脱ぎ捨てていた。 とい
うのは,靴 を履いたまま板床の上に坐ってサケを飲む ことは彼 らの作法 に合
わなかったか らである。小屋 はじきにいっぱいにな り,もはや席を見つける
余裕 もなさそうに見えたのだが,新 しい客が次々 とやってきては,騒 ぎ立て
ることもなく,めいめい自分の場所を探 して黙って着席 し,隣席の者 と話 を
交わしていた。
やっと主人が隅に立ち上がると,客に呼び掛け,各 人に指定 した席を割 り
当て始めた。中央 には,た いてい遠 くか らやって来ている主賓達が坐 り,次
に主人の身内の長老達が並んだ。最後 に,そ の他の客人が踊 り手の左隣の土
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間に座 を占めた。若者 と女達 と子供は勝手な所に坐っていた。
客人 は各々席 につ く前に,立ったまま体 を少 し屈めて挨拶をした。その際,
手の平 を擦 り合わせ,自 分のひげを撫でつけるのだが,こ の仕草 は,ま ず囲
炉裏へ向けて,次 に家の神 に対する 「イナウ」が供 えてある隅の方へ,最 後
に隣席の者へ向かってくり返 された。各人は,呼 び出しを受 けるまで,ま る
で自分の周 りで起 きていることを無視するかのように,目 を伏せて坐 り込ん
でいた。誰しも,そ ろそろ自分の番が くる頃だ と感 じていたにせよ,呼 び出
され るのを待っていた ことをお くびにも出すまいと努めていた。皆が席に着
き終わると,お互いの挨拶が始 まった。彼らは隣席の方へ向けた両手を擦 り
合わせ,そ れ と同時にひげと胸 とを2度撫でた。だが,若 者の1人 は,自 分
の席から頻繁に飛び出 しては着席 している者の前で脆き,1年 以上無沙汰 を
していた人へ行 うお決まりの仕草で挨拶 をしていた。つまり,合わせた両手
を8回 から10回擦ってから両手をさっと開 き,この同じ動作が3度 くり返 え
され,こ の後でお辞儀をするのである。私はそれと気がついて不思議に思っ
た ことなのだが,客 達は黙って目を合わせるだけで互いの意志が疎通 し,挨
拶は常に双方か ら同時に始 まったのである。
挨拶が終わるとサケが注がれだした。幾人かの若者が歩 き回り,数 カ所 に
配置されていた大 きな容器を取 り,そ こから客 と客 との問に置かれた木製の
盆 に2つ づつ乗っている小 さな皿へ と注いで回った。盆 を挟んで坐る2人 の
客の一方が皿を差 し上げ隣へ渡す。す ると渡された方は感謝のしるしに皿 を
高 く上げるが,渡 した方は会釈 をしてそれに答え,ひ げと胸 を撫でつける。
酌取 りは客の全員に気を配 り,1人 も注 ぎ忘れのないよう配慮 した。踊 り手
にも飲み物が提供されたが,皆 同じ皿から順番に飲んでいた。女 と子供には
サケは少 ししか与 えられず,そ れ も弱い種類の ものであった。全員が酔っ払
い,大 きな容器が空になると,長老の1人 が次のような祝辞を述べた。
「あなた方の遠い祖先や父の 『イナウ』は古 くなり腐っていましたが,山 の
森か ら切取ったばか りのを持ち帰ったから,本 日あなた方の故里の村の 『イ
ナウ』は若返 り新 しくなりました。今 日は,あ なた方の土地で私共が楽 しく
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過ごそうとしております。熊はあなた方の村へ縛って連れてこられ,小 屋の
裏で飼われ,あ なた方 と共に2冬 を過 ごしました。今年,私 共は熊 を山への
帰郷の旅へ と送 り出すためここに集まりました。来年早々に,あ なた方の男
衆の1人 が,あ なた方の川 と境 を接する山の斜面で再び熊の仔を見つけるで
しょう。そうして,私共 は改めてあなた方の家で楽 しく集 うことになるで しょ
う。これ以上話すのは恥ずか しいので,私 の祝辞 を終 えることにします。」
さて,老 アイヌが 自分の向いに坐っている年下の家長へひげを撫でなが ら
挨拶を送ると,家長 は日本製の漆器である 「シンドゴ注17」を手に取 り,それ
を両手で擦 りなが ら単調 な声でぽっぽつ と次のように述べた。
「このシンドゴは,日本の国か ら2つ,3つ の海 を越 え,この家,こ の人間
の住処へ と運ぼれてきて奥の壁際へ置かれたのです。私 はこれを眺めている
と,この家の中に曾祖母 さんが一緒 にいるのだ と信 じます。海を越 えて運び
込 まれた米が,貴 女の中で醗酵 します。貴女の孫,貴 女の神聖な孫が,夜 明
けに彼の住処で目を覚 まし,森 と山を抜けて頂 きへ と登 り詰めることで しょ
う。貴女の中でサケが醸 され,貴 女は貴女の孫に美味 しい料理を用意 し,彼
の旅の備えとしてや るのです。私の言葉足 らずの挨拶 を貴女へ贈 らせて もら
います。」
老人 はその間ずっと両手でシンドコを摩っていたが,祝 辞が終わるとそれ
を地面に下 ろした。儀式が終わったのだ。
さて,客 の移動が始 まった。顔役の偉い客達が感情 を害しないように,彼
らを順次上座の方へつかせようと努めていた。サケが再び回されたが,今 度
は客 は自分の盃を空にせず,誰 もが女を側へ招 いて彼女に残 りのサケを飲み
干 させた。 これは女性 に対する敬意の表明であると共に,身 内の女や友人の
妻 に挨拶をする機会を与 えるものであった。呼ばれた女は,極 まり悪そうに
躊躇 ってから,靴 と丸い被 りものを外 し,上着の下に盃をはさみ,両 手を差
し伸べ,上 体 を屈めた姿勢で自分 を呼んだ男の方へ近づいた。彼女は脆いて
注17sintoko:行器(ほ か い)。 ア イ ヌ 語 で は/k/と/t/に有 声,無 声 の 対 立 は な い。
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差 し出された盃 を受け取ると,ほ んの少 しだけ口をつけ,残 りを自分の盃 に
空けるのであった。
徐々 にアルコールが効き始め,謹 みと緊張が崩れていった。 このサケとい
う神酒 は,そ の本来的な効用 を現わし,楽 しさの源 とな り,悩み と苦 しみを
忘れさせた。1人 また1人 と,踊 り手達の輪の中へ割 り込み,跳 びはね,大
声をあげて他の連中を励ました。祭の期間中,主 催者 に雇われている踊 り手
達は,絶 えず旋回しなが ら舞っていた。ただ時々,踊 り手の輪から1人 が離
れ,客 がその代役 を務 めることがあった。女のグループには,も っと自由な
雰囲気があった。そこでは何度 も踊 り手が交代 した。時には,男 が女の輪 に
跳び込み,大 袈裟 に女の仕草 を真似るので,こ う笑の渦が巻 き起 こった。
そうこうする問に,ほ ろ酔いかげんで歌 を歌っている客達が長老達の前 を
通過する。彼 らはリズ ミカルに体 を曲げ伸ばしては歌 を歌 うと,ひ げを生や
した老人達は手拍子 を打ち,う っとりとした幸せそうな表情で微笑みながら
うなず くのである。次は,こ うした歌の2,3の例である。
「私 は年を取 り,若者達がサケの支度 をしてくれた。ナウレ ナオ エ・エ・
エ ・エ。サケへの感謝をこめて歌を1つ歌 う。ナウレ ナオ エ ・エ ・エ ・
エ。役立たずの老人の私は,こ の歌で感謝の気持ちを表そう。ナウレ ナオ
エ ● 工 ●工 ●工o」
あるいは,
「私 は自分でこの歌 を作 りました。こうやって私は消え去った青春時代への
憧れを断ち切るのです。 もう幾度 とな く,神々が私の言葉に耳 を傾け,私 の
ことを忘れないよう敢えてお願いしてきました。おかげで私は生 き永 らえま
した。今 は年老いていますが,ま だ同じ歌 を歌い続 けています。これか らも
神々が私 に耳を傾 けて くれるよう,い つも心掛けることで しょう。」
争いごとも生 じ,皆が騒然 となって叫び声を上げだした。だが,主 催者側
は争いを宥め,あんまり喧嘩好 きな連中は外へ連れ出してしまった。彼 らは,
熊を引き出す際 に欠かせない条件である冷静さを,皆 が保って くれるように
苦慮 していた。だから,こ の後,サ ケはもう回されな くなり,魚 と茶だけで
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済 まされた。
小屋に水がな くなると,主催者側の若い女達 は,誰 が水 を汲みに行 くか籔
引きで決めることになった。草の小 さな束を持 ってきて,茎 の1本 に結び目
を作 り,それを引っぱった者が当りである。娘が,ほ とんど知らない男 と暗
い夜道 を川 まで行かなければならな くなった時,ち ょっとぼか り当惑 してい
た。だが,良 からぬ考えを浮かべる者 は誰 もいなっかった。なぜなら,アイ
ヌの古い習慣によれば,祭 の期間中,誰 しも,殊 に主催者側の者達は,厳格
な純潔の決 まりを遵守 しなければならない。さもない と,熊が死ぬ前に性的
興奮の徴候 を示すので,主 催者側の罪業が満座の客 に知れ渡 ることにな りか
ねないのだ。
タムキンは私にもう寝 るように勧めた。客達 もほとんどが,翌 朝早 く熊の
橿の前 に集まるため,短 い眠 りを貧っていた ことであろう。私 はタムキンの
確保 して くれた宿舎へ赴いた。我々は眠 りはしなかったが,体 を暖め,少 々
疲れをとる必要があったのである。1時 間程 して私 はまた宴会場 を覗いて見
たが注18,そんなに狭い空間でアイヌが祭 を演出 してみせ る類い稀 な手腕 を
持っていることに,改 めて感嘆の念を禁 じえなかった。彼 ら先住民は,調和
の とれた動 きと芸術的本能によって,祭 全体を見事 にまとめ上げていたので
ある。
朝焼 けの明るい条光がやっと水平線上に現われた頃,私 は再び小屋へ戻っ
てみると,静かなおし殺したような泣き声 を耳にした。2人 の老女が目を覆
いなが ら小屋を出て,熊 の橿のところへ行 った。そこで2人 は,身 を伏 して
頭 を地面 につけ,ま すます激 しく泣き出した。今やすべての小屋から人々が
寄せて きて号泣す る女に加わり,やがて幾百人 もがその悲しみにうち拉がれ
たのである。私はアイヌが泣 き易いのを知 ってはいたが,彼 らが小児のごと
注18この 部 分 の ドイ ツ語 の 原 典 は 非 常 に 曖 昧 な の で ,Majewicz氏の 著 作 で 捕 捉 し
た 。cf.AlfredMajewicz"CollectedWorksofBronis士awPitsudski"vol.1,
1992(Preprint1),p.484.
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く泣けるとは思わなかった。ある者 は坐 り,あ る者は立ち,女 達は地面 に伏
し,皆が止めどなく涙 を流していた。号泣は次第 に激 しくなった。悲 しみと
絶望の淵に沈む女達の甲高い震え声が,文 字通 り心臓に突 き刺さり,普段 な
らひどく感受性 に乏 しい私の神経をさへ揺さぶ るのであった。
私は,こ の泣叫ぶ群集の真っただ中にいる数人の人物のところへ,他 の連
中が人込みをかきわけ,入 れ代わ り近づいているのに気がついた。そこには
不幸な水死者の身内の者がいたのである。皆,彼 らの手を握 り,首を膝 まで
垂れて,彼 らと一一緒に泣いては両手 を高 く捧げていた。言 うまで もな く,こ
れが彼らの死者 を悼むや り方なのだ。死者の身内が悲嘆のあまりヒステ リッ
クに泣 くと,他の者達が もらい泣 きする。正に,「分け合 う痛みは半分の痛み」
なのである。
やがて,悲 しみの象徴 とでもいうべき朝の薄明が徐々に現われ始め,東 方
か ら明るい条光が射 し込んで,大 気 と人の心を照 らし出 した。次第に人々は
去 り始め,叫 びと泣き声が途絶えた。最後に残ったのは慰めようもない3人
の老女だけとなったが,彼 女等はなおも長いこと泣 き続けるので,テ クンカ
が近づき泣 くのを止めうときっぱりとした声で命 じたのである。そうでもし
なければ,祭 の進行の妨げにな りかねなかったのである。
小屋では部族の長老達が集 まり,サケを飲みながら相談 し,誰が熊の首 に
襲いかかるのか,熊 を橿から出す時に誰がイナウを持 って出迎 えるのか,誰
が別れの言葉を述べるのか等 を決めていた。
10人以上の若者が,椎 の丸太の隙き問か ら,ト ドの皮を剥いで作った革紐
を投げて,懸命 に熊に引っかけようとしていた。これは容易な仕事ではなかっ
た。なぜなら,熊 はひっきりなしに動 き,なかなか窮地に追い込む ことがで
きなかったか らである。 しかし,熟練 したアイヌ達が棒 を使って遂に目的を
達成すると,大変な歓声が沸 き上がった。
女達は,自分の子供を日本製や満州製の金ぴかの晴れ着注19で飾 り,それに
注19kosonto(「小袖」の借用語)の こと。 この語で大陸渡来の錦 も指 していた。
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当今の絹で織 ったケープを着せて熊鑑の側に立たせた。要するに,熊 には大
いなる敬意 を払って送 り出さねばならないのだ。数人の男が小屋から刀 と矢
を持 ち出し,前夜設置 した垣根に吊 り下げた。「イナウル」と称す る細い削 り
掛 けで包 まれた女主人の護符 も垣根の中央に懸 けられた。また,長 い年月 と
煙 りで煤けた古い小箱 も懸かっていたが,中 には熊肉を切 るための専用の小
刀が納まっていた。
こうした準備が完了 し熊の身支度 も整 うと,皆 は庭に集 まり,幸運 にも大
勢の前で熊の首 を掴んで引き出す大役を射止めた男達を,羨 望の眼で見つめ
ていた。 この名誉ある行為 には,儀 礼上,2名 の遠来の客が選ぼれた。彼 ら
は,熊 の爪や歯か ら身 を守 るため,何 枚もの衣服 を重ね着 して服装 を整 えた
ところであった。濫か ら丸太 と押さの重しが外 されると,非常に長 く拘禁さ
れ,囚 われの身であった獣が這い出してきた(写真II)。老人の1人 が,先 に
削 り掛 けのついた トドマツの小枝を手 にして熊の前に立ち,二 言三言祈 りを
唱え,こ れから熊に敬意 を表さんとしている男達へいかなる危害 も加 えぬよ
う懇願 した。革紐が熊の体 に巻きつけられて,紐 の先端が左右にぶ ら下がっ
ていた。この両端 を大勢の男達がしっか りと握 り,獣を身動きできな くした。
側面 には,棒 で武装 した多数の若者が居並んだ。
熊 は小屋に近い狭い場所へ数歩ばか り移された。それから,し ぼらく待 っ
て,熊 が目を落 とした瞬問にかんばつを入れず,件 のアイヌが熊の頭部へ跳
びかか り,腹で熊の口を押 さえなが ら腕 を首に巻 きつけた。彼の仲間達 はな
お も革紐 にすが りつき,こ の無鉄砲な男が熊にはね飛ばされるのを防いでい
た。同時に,大変な数の男達が熊に群が り,前足 をぐるぐる巻 きにし,背中
に重い木の幹を乗せ,さ らに何人かが体の後部に素早 く馬乗 りになって全て
の動 きを封じてしまった。草の茎で編んだ巾の広い長い帯が持ち出された。
帯には種々の食料の詰 まった2個 の小袋が結わえつけられていた。さて,熊
に帯 を締 める一方で,耳 に削 り掛け製の耳飾 りを縫いつけようとする者 もい
た。全てが騒然 とした中で行われた。老人達は小屋の屋根の上で喚 き散 らし,
熊を着飾 らせるまで,ど うやって静めてお くか指示 していた。獣は獣の方で,
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沢山の手 と棒が加 える不愉快な圧力か ら逃れようとして満身の力 を振 り絞っ
た。騒 ぎは一段 と高まった。首 を押さえていたアイヌが,も う耐 えられな く
なったのだ。熊が全力で羽交い締 めする腕から首を引き抜き,今 にも噛みつ
きそうになった。そこでやむな く熊が放たれることにな り,誰 も怪我 をしな
いように全員が一斉 に手を引いた。皆が跳び退いた時,熊 は広場の中央に立
ち止 り,ぶ るぶるっと身を震わせて自分を痛めっけた人間共を興奮 した面持
ちで睨んでいた。しかし,飾りつけの完成 にはまだ耳飾 りが欠けていたので,
アイヌ達はもう1度熊 に襲iいかか り,その儀式を完遂したのである(写真III)。
全てが うまく進捗 し,今や群集 は前日熊の刑場 と決められた場所へ移動 し
た。主催者の主人は,盆 の上に熊のために用意した料理 を乗せて先頭 に立っ
た。彼に続 くのは,老 若男女をことごとく含む一行であった。最後部 の老女
達 は,浅 い鉢 にアザラシの脂で味づけした野生の植物の根 を乗せてやって来
た。熊は,日 を浴びて輝いている飾 りつけた垣根のところへ連れてこられる
と,2本 の高い柱の間に,頭 が東へ向 くようにして革紐でしっかりと縛 りつ
けられた。熊は初めて砲障 を発し,怒って地面 を踏み鳴らし始めた。しかし,
それを気にとめる者は誰 もいなかった。普段餌 を入れて熊 に与える細長い入
れ物 に別離の食事が盛 られたが,い ら立ち痛めつけられた森の支配者 はほと
んど口をっけなかった。
今や祭の最 も厳粛な瞬間が近づいた。去 り行 く動物に別離の言葉 を手向け
る役 目を担った老人が進みでた。死んだ人間や森で殺された熊は西へ向か う
のに,人問 に育 てられた熊は死後東へ行 くのである。だからその老人 も顔を
東へ向けている。彼が手 にするのは,風 に揺 らめ く長い削 り掛けで飾 られた
細身の 「イナウ」である(写真N)。彼は身を屈め,と ぎれ とぎれに語 る言葉
に拍子を合わせてイナウを上下に動かした。彼の声は震えて低かったが,厳
粛な森閑 とした静けさの中では誰の耳にも聞こえていた。彼は 「神の孫」一
つまり熊 一 への手向けの言葉の中で,祭 が熊へ多大の尊敬 を払って執行さ
れていることを証言 しつつ,彼 を故里へ と導 くのである。
熊 には,ど うやれぼ故里へた どり着けるかが教 えられる。まず,熊 は彼の
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ために用意 した 「シンタ」に乗 らなければならない。シンタ注20とは1種 の権
で,英 雄達はこれに乗 り呪力をもって何百マイルも進むのである。シンタは
熊 を雲まで引き上げるが,と 同時に明るい霧が高い山々か ら降 りてきて,彼
を見 ようと待ち受けている。遂に針葉樹林 に覆われた山の斜面 に着陸 し,老
人に教 えられた道を先へ と進む ことになる。彼は土産に貰ったご馳走を,鳴
き声 をあげて四方八方を飛び回る鳥の姿の叔父達注21に振るi舞ってやるだろ
う。やがて一対の足跡の穴 を見つけて立ち止まる。1つ は大 きく,1つ は小
さい。 この足跡 を辿って行 けぼ,昇 る太陽の方へ通 じている。こうして熊 は
我が家へた どり着 くと,彼の母が喜んで迎え入れて くれるだろう。彼は,自
分を長い間養って くれた人間の祖父達の住む世界 を思い出す。そして,翌 年
には,祖 父達が待ち望んでいる別の熊 を自分の代わ りに送 り出す ことになる
だろう。
老人 は上のような主旨の別れの言葉 を述べ終えると,「イナウ」を側に立っ
ていた男の1人 へ渡して立ち去った。皆 は,彼 の挨拶が実に立派で,見 事 に
その役 目を果たした と感 じていた。熊 もまた満足 しているように見えた。な
ぜなら,熊 の頭上で長時聞イナウを振 り回していたのに,そ れを一向に引き
裂 こうとしなかったか らである。 この事実は,翌 年新しい熊 を確実に捕捉で
きることの前触れ とみなされた。
主催者の主人 は次に,熊 を射殺する人物を誰にしようか と,列席者の問を
見回していた。 この役を予め決めてお くことは許 されず,選 択 は最後の瞬聞
まで延 ぼされた。彼がやっと選び出したのは,22歳のす らりとした若者で,
北から来た自分の身内の1人 であった。彼に,固 く白い木(ツ リバナ注22)で
作った弓 と矢が渡された。射手は熊が絶えず動 き回るので,何 度 も弓を引い
ては諦 めた。遂 に矢が放たれ動物の体 に穴を穿った(写真V)。熊は恐 ろしい
注20sintaは北 海 道 方 言 で は 「揺 りか ご 」 の こ とで あ る。
注21この叔 父 は 「カ ラ ス」 で あ る。cf.Majewicz前掲 書,p.499.
注22原典 で 学 名evonymusとあ る。 ア イ ヌ 名 はkonke-ni(曲が る 木)。
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叫びをあげ,前 足で突 き刺 さった矢 を握った。 どす黒い血の後か ら鮮血が流
れ出た。熊 は弱まり,幾度か怒 りの様子を示す と四肢が硬直し,周 囲に立っ
者へ非難の一瞥をくれると地面へ倒れて絶命 した。射手 は,そ の間ずっ と息
を殺 してその場 に停み,う まく仕留めたのか,こ の矢が必要ないかと確かめ
ていた。仕損 じで もでもすれば,長 い間不名誉な立場に立たされかねないか
らだ。さて,老 人が数人死体へ向かって急行 し,萎縮 しないように体 を真直
ぐに引っぱった。次に,死体 を壁の方へず らして,上 に刀,弓 矢,食 料入 り
の携帯袋,削 り掛けで くるんだ護符等を乗せた。熊の周 りには料理 とサケを
盛った鉢や皿が並べ られた。それは熊の側が人間に提供する持て成 しなので
ある(写真VI)。
女達は別離の挨拶が済む と子供達 を連れてすでにその場 を離れていた。む
ろん熊の殺害に立ち会いた くないからである。ただ,幾 人かの主婦には料理
を暖める仕事があるので残っていた。皆疲れていたので食事が早速始 まった
が,数 人だけは残 って熊の皮を剥いだ り,臓物 を取 り出した り,肉を切 り分
けた りする作業 にとりかかった。その際,色 々な競技を行 った り,迷信的な
予言が語 られた りした注23。
やがて,肉 が小屋へ運び込まれ始めた。肉のどの部分 は戸 口か ら入れ,ま
たどの部分は奥の壁の穴から運び込み,そ れらを何所へ持 って行 くのか云々
と,厳密な決 まりが定められていた。 さて,小 屋の主人が煙管に火をつける
と,次々 と長老達が近づいてきて,同 じ煙管でタバコを2,3服 燥 らすので
あった。彼 らの1人 は囲炉裏端にに坐 り,1本 のイナウを燃やして祈 りを唱
えた。この儀式の後で,再 び踊 りが始 まった。
同時に,客達 には小屋 という小屋から声がかか り,幼い子供達の用意 した
食事 に誘われた。誰 もがのろのろと集 まってお り,いずれの顔 にも疲労の跡
注23例えば,て っぺんが二叉に分かれた高い柱へ縄 を投 げて引っか け,つ るつるし
た幹 をよじ登 るのを競 った。 また,熊 の腹部 を縦 に切 り裂いた とき,真 ん中に
残 した筋 を指で うまく引きちぎると猟運 に恵 まれ る。cf.Majewicz前掲書,pp.
503～504.
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を残 していた。今回は,サケを飲むのに節度 を守 らせ る理由は何 もなかった。
だから1時間 も経っ と,も う大抵の連中が完全に酔 っぱらっていた。女 も子
供 もサケを勧められていた。じきに喧喋があたりを支配 し,あ ちこちで激し
い口論や殴 り合いが起 こった。若い女や娘達は,何 とか して飲酒を避 けよう
と努めていたが,返 杯 を受 け取るよう強い られるので,一 飲みしては慌てて
庭へ出て吐き出していた。彼女達は,若 い男性の目前で恥 をさらし,自 分の
悪 い噂をそこらじゅうの村へ言い触 らされて,評 判 を落 としてしまうのを恐
れていた。今日でもそれが最大の心配の種 なのである。酔ったアイヌが若い
女 を襲って,薮の中でものにするようなことが起 こるかもしれない。だか ら,
若い女なら誰で も,道 を歩 く時は身内の男 を連れて護衛をしてもらうのだ。
また,し ぼしば嫉妬の鞘当ても生じる。そんな夫婦喧嘩があまりに激 しくな
る気配がある時は,お どけ者が屋根の煙出し穴注24の方へ耳をそぼだてて「聞
いて,聞 いて」 と叫び,皆 の注意 を引 きつける。それか ら,彼が笑うと他の
連中もつられて笑い出すのである。
やがて客達 は散って行 き私 も床 についたが,異 常に興奮 し神経の高ぶった
アイヌ達の騒 ぐ物音がなお もしぼらく続いていた。
翌朝,小 屋では殺 された熊の肉を火にかけ,し きた り通 りに調理した。小
さな熊祭専用の斧注25で頭蓋骨を砕 き,脳髄 を取 り出した。これは生のまま塩
味 をつけ,サ ケを注いで北か ら来た客人に振 る舞われることになっていた。
なぜな ら,南の連中にとって,熊の脳みそはとて も我慢のできない代物であっ
たからだ。頭骨か らは皮が剥ぎ取 られ,手 首 も爪のついたまま切 り落 とすの
で注26,毛皮はヨーロッパ人の目にはほとんど無価値になってしまう。それで
も,アイヌは自分達の風習 を捨てて,熊の毛皮を完全 な姿に留めることなど,
注24ドイ ツ語 原 典 で は 単 にDach(屋 根)で あ る 。cf.Majewicz前掲 書,p.512.
注25cf.Majewicz前掲 書,p.516.
注26この 部 分 は補 足 。 また,Majewiczの前 掲 書 で は,「 サ ハ リ ン の 先 住 民 に は完 全
な熊 皮 を 売 ろ う とす る者 は 一 人 もい な い の で,普 通 ロ シ ア の 猟 師 か ら購 入 す る」
とあ る。cf.p.516.
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思い もよらないのである。
焼 肉と肉の煮込みが出来上がると,テクンカは客 を昼食に呼び集めた。皆
の名前が呼び上げられ,1人1人 に然るべき席が割 り当て られた。さて,各
人の分け前 は,骨 つき肉1本,あ ばら,小 さな肉片数個,脂 身であ り,これ
らは全て煤 けた四角い板の上に乗せられ,個 々のか けらが刀や槍の形をした
木串に突 き刺 してあった。骨つき肉には序列があり,テ クンカは順々に,ど
の骨がしかじかの客人に相応 しいと大声で指定した。残 りは直 ぐさま,あ た
ふた と女子供へ分けてしまう。皆喜んで美味しい肉にぱくっいていた し,少
しでも残れば,残 りを草わ らで編んだ入れ物へ入れて小屋へ持ち帰 った。尻
尾 は熊を育てた老女へ これ見よが しに渡された。彼女は,ま ず右の人 さし指
で左の掌を擦 り,その指で左か ら右へ,着 物,肘,上 唇 に触れ,次 に下顎 ま
で下がると右手を天へ差 し伸べた。 この身振 りで,北 海道 アイヌの女達は感
謝 を表 していたが,サ ハ リンではすでに廃れてしまった習慣なのである。
食べ残された骨は全て莫藍の上へ拗 られ,削 り掛けで覆われた。肉の後で,
野草の根,コ ケモモ,ア ザラシの脂身等を調理 した料理が続々 と続いた。
饗宴が終わると骨は森へ運ばれ,す でに大昔か ら熊の骨の保管場所 とされ
ていた所に安置される。老若男女から成る長い行列ができた。先導者が熊の
頭骨 を持ち,次 に削 り掛 けで包んだ目,耳,鼻,2個 の上端 の脊椎骨,爪 の
ついた前足,そ して最後 に莫座に包 まれた残 りの骨が続いた。行列 を締 めく
くるのは,少量のサケ,食物入 りの数個の鉢,手 斧,それに革紐である。我々
は,幾 世代 も前か らここに切 り開かれていたように見える,良 く踏み固まっ
た小道 を登った。次第に落葉樹林の奥へ と深 く踏み込んで行 く。ポプラ,シ
ラカバ,ミ ズナラ,サ ンザシ等の木々がかすかに枝音を立てなが ら,珍客に
挨拶するかのように枯れ葉をまき散 らしていた。何人 も辺 りを支配する厳粛
な静寂 を物音で破ろうとはしなかったが,カ ラスだけが食事の匂いを嗅ぎっ
けて,高 い木から舞い上が り,カアカア とけたたましく鳴 き喚いて祭のご馳
走 を催促 した。広葉樹林か ら針葉樹林へ とやって来ると,そ こにはもう,樹
間にはためく 「イナウ」の白っぽい削 り掛けが煙めいていた。我々は遂に,
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幾本 もの高い 「イナウ」の前に立っていたのである(写真靱)。そのイナウが,
そこで何10年も据 えられたままになっていた ことは直 ぐに分かった。多 くは
すでに朽ち果てて倒れてお り,まだ真直 ぐに立っていたのは1部 であった。
古いのは,吊 り下がっている削 り掛 けの色 と姿か ら,即座 にそれ と見分けら
れた。今や,新 しい 「イナウ注27」が追加 され,そ こに取 りつけた熊の頭 は,
前からその場 に安置されている沢山の頭骨の仲間入 りをしたのである。同じ
イナウに,目 と爪 のついた前足が括 りつけられ,残 りの骨 は,す でに似たよ
うな熊の残骸で白っぽい微光 を発 していた堆積へ向けて拠 られた。食物 は一
口味わっただけで,森 や川や山の神々も一緒に享受で きるようにと四方へ向
けてぼらまかれた。
我々が同 じ道 を辿って村への帰路にっいた頃には,す でに暗闇が迫ってい
た。 どこもか しこも物音ひとっ しない静寂が支配 していた。皆はその夜,熊
が故里への旅についた と信 じてお り,この時はどんな騒 ぎも固 く戒められ,
とりわけ祝宴が開かれた小屋はひっそ りと静 まり返 っていた。翌日も同じ決
まりが守 られた。なぜなら,熊 は彼の母親の前に出て,人 間と一緒に暮 らす
中で体験 した歓待や処遇について話すからだ。また この日には,彼が持ち帰っ
た贈 り物や,祭の問小屋に吊るされていた雛形の品々を,最高峰注28の神へ手
渡す ことになっている。その強力な神 は人間の贈 り物を好むのだが,い つで
もそれを受け取 るとは限 らないので,今 回はどうなるものやら誰にも分から
ずに,不安 を内に秘め,心を静めて会見の瞬間を待たざるをえないのである。
命 じられた静寂 を破るだけで神の怒 りを買うのに十分である。その場合,神
が自由にできる膨大な数の愛する熊を,1頭 たりとも人間へ贈 ることはな く
なるだろう。女主人 は山で集めた柴の束 に火をつけ,米 とギョウジャニンニ
クで作 る夜食を用意した。 この料理は神々へ犠牲 を捧げる当日に食べるもの
注27この二叉のイナウに熊の頭蓋骨が眼窩を通して突 き刺 され る。牡では左,雌 で
は右の眼窩を通す。cf.Majewicz前掲書,p.534.
注28注29を参照せ よ。
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である。今や全員が疲れ果てたようで,寝 床へ潜れる瞬間 をいらいらしなが
ら待 っていた。
翌 日,ま るで全村が死 に絶 えたようであった。皆次の祭のあるシエラロコ
へ向かったのだ。テクンカだけが数人の身内 と一一緒 に夕方 まで居残って,小
屋を整理 し,熊 の皮を靱 し枠 に張 りっけていた。私 も今は,こ の親切な老人
に別れを告げた。彼は祭の間中私に目を掛けて くれ,一 見の価値 あるものに
はことごとく観察できるように手配 して くれたのである。
なお最後に,私 の熊祭に関する見解 を報告 しておこう。
私の見解では,祭 の経過の中に4つ の異なる要素が,非 常 に明白に識別で
きるのである。 まず第1に,私 は祭に原始共産制の痕跡を見 る。それは,美
味だが希 にしか手 に入 らない熊の肉を共同体のレベルで共食することに現わ
れている。アイヌにおいては,1家 族が用意した食事 を村人全員に分配する
風習がなお も維持 されているのだ。例 えば,あ る小屋で種々の野草で作 る粥
が炊 き上がると,近所の者が全員招待されるし,もし現われない者がいれば,
少な くともご馳走の1口 でも鉢に入れて届けられる。狩人がアザラシや トナ
カイや他の動物 を射止めたら,彼の隣人や親類へ分配するのを義務 と考える。
共同体的な共食の原理がいかに強 く根付いているかは,熊 肉の1部 が祭 に出
られなかった友人のために,常 に保存 されるという事実か ら立証できる。
第2の 要素は,こ の祭 における娯楽 を求める衝動の解放である。アイヌは
いまだ発達の低次段階に留 まっており,そ こでは楽しもうとする傾向が重要
な役割 を演 じている。 もちろん,次第 に苛酷になる生活条件や,強 力で思い
や りのない入植者か らの道徳的な圧迫 は,彼 らの陽気な娯楽への欲求を著し
く弱めてしまった。先住民 は萎縮 し,怠惰 と無感動に身を委ね,し かも消極
的な遊興 ばか りを追い求めている。 しかし,彼 らに,こ の肉体的,精 神的退
廃が侵入する以前には,こ の多毛の種族の生活は全 く違った仕方で脈動して
いた。力,自 信,快 活,実 行力が,食 糧調達のための骨の折れる仕事におい
てだけでな く,積極的な遊戯や運動競技や陽気な祭においても余す所な く発
揮 されていた。そして,熊 祭は,単 に村や氏族単位の ものでな く,ほ とん ど
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種族全体に関わる最大規模の遊びであったのだ。
熊 そのものへの関係について言えぼ,2種 類の側面が区分 される。1つ は
陽気な面であ り,他は真剣な面である。若者達が熊の頭部へ次々 と突進 して
行 く時,彼 らは,彼 らの手腕 と勇気を磨 きつつ,娯楽を求めているのである。
長老が酒宴の挨拶の中で奇 しくも上手 く述べているように,皆熊 と楽 しく遊
ぶつもりなのだ。
他方で,熊 祭 は死者を偲び,喪 に服する機会 とみなされている。祭全般 に
流れる陽気さを曇らせないために,共 同体 としての死者への哀悼の時間 とし
て,祭 の導入部 と重要な後半部の間の早朝が選ぼれる。集 まった客の多 くは
お互いに会 う機会 は滅多にない。それで,彼 らがここで会いたい と願ってい
た友人の多 くが,す でに死亡 していることを知るのである。誠に涙脆いアイ
ヌの習いとして,死者達の母,姉 妹,叔 母,姪 達の目から涙が溢れ出る。親
類や隣人 は貰い泣 きをし,他 の客達 も,友人へ同情 を示さなければならない
か ら,冷淡なままではいられないのである。
しかし,悲嘆の涙 も無制限に許され るわけではない。そのことは,あ まり
に長 く泣 き続けた老女達が叱責 された事実か ら明 らかである。泣 くことは,
祭全体 と調和 しないし,そ の催 しを支配する第4の 要素,つ まり宗教的な要
素 とも一致しない。
アイヌにおいて熊が神 として崇められると共に,神 への犠牲 として捧げら
れていることを,私 は少 しも疑わない。アイヌの信仰 によれぼ,熊 は 「メ ト
フ カームイ」または 「メ トトゥスペ注29」の名 を持つ高峰の神の特別な庇護下に
あるという。アイヌはまた,ど んな動物でも,死後その頭骨が失われない限
り生まれ変わると信 じている。人間に育てられた熊が死後近親者の元へ帰還
することは,ひ たすら喜びの感情 を呼び覚 ます事実に他ならない。だか ら,
多 くの旅行者や民族学者が解釈 しようとしたように,殺 害前に熊へ和解の言
注29metoxkamuj(山奥 の 神)又 はmetotuspe(山奥 に い る者)。 熊 の 「主(ぬ し)」
で あ る 最 高 神 。
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葉や祈 りを手向けるなど,全 くよけいなことに思えるのである。前述の挨拶
は,2年 間私 と親 しく過ごした聡明な老人が口授 して くれた ものだが,そ の
中身には和解の痕跡 も見当たらない。専 ら表明されるのは,熊 が人間のとこ
ろで快適に滞在で きるよう努力 した ことで,何 とか 「彼 に似た生 き物」を代
わ りに送って くれ るよう働きかけるのである。熊が 「主(ぬ し)」の元へ帰還
する時,人 間か らの贈 り物,っ まり祭の日に飾 りとして吊るされていたあの
品々の 「魂」を持ち帰 る。高峰の神 は人の姿 をしてお り,人間の好む ものは
何で も好 きである。だから,人 間の用意 した品々を手に入れるため,時 々熊
を派遣 しては持ち帰 らせるのである。
アイヌの信 じるところによれぼ,狩 人が長い間1頭 の熊 も狩ることがで き
ず,仔 熊 も捕 らえられない時,犬 を拒殺 し,頭部を 「イナウ」に吊るし,そ
れを殺害 した熊の頭骨が安置されている場所へ立てなければならない。か く
して,犬 の魂 は高峰の神の前へ出て,彼 の怒 りを宥めて くれるのだ。
熊はまた,本 来人間 と共感する存在であり,人 の運命 に影響を及ぼす力を
持つと言わなけれぼならない。アイヌは新 しい場所へ移住する際,生 まれた
ばか りの熊の仔 を捕 らえて育てようとするが,そ うすることで,幸 運が訪れ
ると信じているのだ。以前には,キ ツネ も濫で飼う習慣があったが,そ のこ
とで幸運な未来 を期待 していたわけではなかった。キツネは常に人間を害す
る傾向があるが,熊 は機嫌 を損ねるようなことをされない限 り,人 に危害を
加 えた りはしないのである。熊 と人間の友好関係 は,両者が同族であるとい
うことに由来 している。サハ リンのあるアイヌの氏族では熊が彼 らの守護神
とみなされているが,熊 は,個々の氏族の出自に関する説話の中で祖先 とし
て語 られている他の動物 と共に,ア イヌの 「トーテム」の1つ なのである。
熊 に向けられた別れの言葉の中で,熊 は長老から 「孫」 と呼ばれている。
私が記録し翻訳することのできたアイヌの詩の中で熊 と人間の親族関係の起
源が説明されている。アイヌの半神半人注30の始祖で,通 常 この種の詩(オイ
注3。この神はアイヌの文化英雄であ り,arkekamujarkeajnu(半分神半分人)と
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ナ)の 主人公であるヤイレスポ(即 ち,自 分独 りで育った者注31)は,雌熊 と
の問に息子 を儲けた。雌熊は小さい仔を連れて深い森を越 え,山腹 を降 りて
ヤイレスポの住いに近づき,彼が仔 を見て自分の所に受 け入れるようにし向
けた。この瞬間から,熊を育 てて晴れやかな祭のうちに殺害する風習が始まっ
たのである。熊祭は,人 間 と高峰の神 との親族関係を表現 しているだけでな
く,サハ リンの森の最強の住人である巨大な四足獣が,ナ イーブな自然人で
ある多毛のアイヌの単純だが神秘的な生活へ,い かなる影響を及ぼしている
かを表している。
形 容 され る 。
注31Jajresupoは文 字 通 り 「自 分 で(jaj)育 っ た(resu)子(po)」 の 意 。
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